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作品鑑賞時の印象評価に床の触覚的質感が暗黙的に及ぼす影響
Investigating the implicit effect of the haptic texture of the floor material on the impression evaluation

when viewing a pair of sculptures
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概要: 人の情動や行動に影響を与える空間デザインには，触覚を含む多感覚的なデザインの重要性が
高まっている．中でも室内空間で常に接触している足裏と床は軽視できない．しかし床が与える足裏へ
の暗黙的な触覚の違いが，作品鑑賞時の印象評価に影響を与えるかは不透明である．そこで本研究では，
柔らかい床と硬い床の違いが評価対象物に対する印象評価に与える影響を調査した．結果として弾力さ
や美しさといった，一部の評価項目に影響を与える可能性が示唆された．
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1. 序論
空間デザインにおいて多感覚的かつ暗黙的なデザインの

重要性が高まっている．本論において「暗黙的」という言
葉は，認識の対象として明確に意識されないが，無意識に
人間の行動や認知に影響を与えてしまう空間の側面を意味
するものとして扱う．現代の空間デザインは印象的で記憶
に残る視覚的な感覚を重視してきた．しかし近年では聴覚
や触覚なども考慮したデザインをする必要があると指摘さ
れている [1]．例えば，美術館やギャラリーのように鑑賞の
対象として作品が置かれている空間では，暗黙的な認知体
験を重視するデザインをすべきである．なぜなら空間は常
に作品をはじめとする対象の印象に，影響を与えている可
能性があるためである．例えば作品鑑賞において，作品の
制作者にとっては作品を阻害しない空間や作品の魅力を向
上させる空間が求められる．一方で，図 1に示すような対
象の印象を意図的に操作することを目的とした空間デザイ
ンにおいては，作品の印象が空間デザインによって介入さ
れる条件を明らかにする必要がある．
実際に多感覚に着目した空間デザインが暗黙的に認知や

行動に影響を与える研究事例がある．まず視覚的な事例と
して Okken らは部屋と机の大きさに応じて人の発話数が
変わることを示している [2]．Meyers-Levyらは天井の高さ
が思考やタスクの成績に影響することを示している [3]．ま
た嗅覚では Liljenquistらは無臭の部屋よりも洗剤の香りが
する部屋の方が，より高潔な動きをすることを示している
[4]．触覚においては暗黙的に人に影響を与える研究として，

図 1: 床材の質感デザインによる対象の印象評価への介入

Ackerman らは椅子の硬さや毛布の柔らかさが社会的な判
断や意思決定に与える影響を調査している [5]．
空間をデザインするにあたって，さまざまな要素がある

が，本研究では特に床に着目する．床面は人と建築の物理
的な接点であるために，デザインにおける触覚の指標や評
価が必要である．しかし一般に床面のデザインは見た目の
印象，素材感といった視覚的な意匠の点で評価されること
が多い．一部，床材が人に与える影響について調査してい
る研究がある．例えば複数の床材に立っているときの主観
的な不快感や疲労などを評価している研究がある [6][7]．し
かしこれらは触覚的質感が自身の感覚に影響を与えている
ものの，作品などのプロダクトに対する印象の評価にまで
影響を与えているかは定かではない．
そこで本研究では被験者がオブジェを評価することで，床

面の質感が人に暗黙的に及ぼす影響について分析を行った．
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図 2: 床が柔らかい部屋 (左)と床が硬い部屋 (右)

図 3: Bouba(左)とKiki(右)のオブジェ

実験では，異なる床面の材質でゾーニングされた空間内に
おいて，対象物の鑑賞においてどのような心理的な変化が
起きうるか，調査を行った．

2. 実験
2.1 実験概要
本実験では図 2に示すように，柔らかいカーペットを敷

いた部屋と硬いタイルを敷いた 2つの部屋を用意した．それ
ぞれの部屋に図 3に示すような，形状とさまざまな印象との
連想についての研究からの着想を元に，Boubaをモチーフ
とした 3Dオブジェと Kikiをモチーフとした 3Dオブジェ
を設置した [8]．被験者は床についての情報は与えられずに，
どちらか 1 つの部屋のオブジェ2 つを官能評価した．測定
は 7 段階 SD 法で検証を行った．感性評価尺度は視触覚に
関わる形容詞を抜粋している研究 [9]を参考に選出し 28対
用意した．得られた実験データの客観的評価を行い，評価
をもとに身体性の観点からデザインの指針となりうる考察
を行う．
2.2 実験装置
実験では床が柔らかいカーペット (ハンタフ黒 W100%

30mmシャギー 1800粒)の部屋と硬いタイル (株式会社サ
ンワ MB-6001M（マット）)の部屋の 2つを用意した．各
部屋は寸法約 12m2(3.96m× 2.875m)であり，視覚的な影
響を最小化するために黒が基調の空間とした．評価対象物は
クロスモーダル知覚評価に関わる Boubaと Kikiをモチー
フとしたオブジェを作成し，各オブジェを高さ 1.1mの台の
上に配置した．BoubaとKikiは多感覚統合の実験手段とし
て用いられ，Watanabe らは Bouba/Kiki 効果が触覚にも
広がりを見せることを示している [10]．各天井には検証用
兼記録用に GoProを 2台設置した．
2.3 実験手順
被験者は 20 代から 50 代の 86 名であった (男性 46 名・

女性 42名)．被験者はどちらか片方の部屋のみの入室とし，
うち 44 名は Soft(柔らかいカーペットを敷いた) 部屋に誘

図 4: 形容詞対に対する評価の平均値

導した．残り 42名は Hard(硬いタイルを敷いた)部屋に誘
導した．被験者は部屋に入る前に実験説明を受けた．この
とき床についての実験であることは知らされなかった．被
験者はアンケート回答用の iPadを受け取り指示された部屋
に入室した．アンケート用の iPadからは「まずは 2分間程
度、部屋の中にある２つのオブジェをご鑑賞ください。見
終わりましたら次へお進みください。」と指示された．2分
間の鑑賞を終えた後，被験者は各オブジェに対して 28個の
形容詞対について 7段階評価を行い記入した．

3. 結果
各部屋とオブジェクトごとの形容詞対に対する評価の平

均値を図 4 に示す．7 段階評価に対して t 検定 (対応なし)

を行い，各オブジェクトに対して有意差と有意傾向が得ら
れた形容詞対を図 5，6に示す. Boubaにおいて形容詞対弾
力のある/弾力のないについて有意差 (p ＜ 0.01) が得られ
た．また形容詞対規則的な/不規則なについて有意傾向 (p

＜ 0.1) が得られた．次に Kiki において 3 つの形容詞対に
ついて有意な結果となった．好きな/嫌いなについて有意差
(p＜ 0.05)が得られた．明るい/暗いについて有意差 (p＜
0.001)が得られた．美しい/汚いについて有意差 (p＜ 0.01)

が得られた．また形容詞対洗練された/野暮なについて有意
傾向 (p ＜ 0.1) が得られた．また t 検定では有意差が得ら
れなかったものを抜粋して図 7に示す．
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図 5: Boubaにおいて有意傾向の見られた形容詞

図 6: Kikiにおいて有意傾向の見られた形容詞

4. 考察
結果から対象物のある限定された特性については，床の

違いで主観的評価に偏りが生まれることが分かった．各形
容詞対の考察を以下に記す．
弾力感に関して，Boubaにおいては硬い床の方がより強

く感じられた. 柔らかい床において足裏で知覚する柔らか
さが視覚的認知に影響し弾力感を弱め，逆に硬い床のほう
が相対的に強い弾力感を対象に対して感じる可能性がある．
Kikiはそもそも対象からの弾力感を感じにくいため，差も
生じにくいと考える。
不規則さに関して，Boubaにおいては柔らかい床の方が

より不規則に感じられた．柔らかい床において足裏から感
じる触覚の規則性が下がることで，対象物体から視覚的に
感じる規則性も低下している可能性がある．

図 7: 有意差が見られなかった形容詞の例

明るさに関して，Boubaにおいては柔らかい床の方がよ
り明るく感じられた．柔らかい床のほうが足元の触覚の包
み込まれ感が高く，より落ち着く．それにより相対的に対象
物の白さが浮き出て感じられる可能性がある．ただし柔ら
かい床の方が光を吸収し部屋の壁が暗くなることで，実際
に対象物の相対輝度が高くなっている可能性も考えられる．
美しさに関して，Kikiにおいては柔らかい床の方がより

美しく感じられる傾向があった．柔らかい床の方が足元から
Kikiの持つ直線的な要素とは対抗する柔らかく不定形な触
覚的印象が感じられ，相対的に Kikiの視覚的印象として直
線的美しさが強調されたことで，より美しく感じる可能性
がある．Boubaにおいては対象物自体が持つ美しさが十分
に高く，床からの影響が相対的に少なかったと考えられる．
好き嫌いに関して，Kikiにおいては柔らかい床の方がよ

り好きに感じやすい傾向があった．柔らかい床の触覚的な
柔らかさや不定形さが Kikiの持つ直線的な視覚的特徴を浮
き立たせ，それが対象物の視覚的印象に影響した可能性が
ある．洗練さに関して，Kikiにおいては柔らかい床の方が
より洗練されたものに感じやすい傾向があった．柔らかい
床の方が足元から感じられる触覚に柔らかさや不規則さが
あり，相対的に直線的な視覚的特徴を持ったことで，対象物
の視覚的印象がより洗練されたものとして引き立たせられ
た可能性がある．
また今回有意差が見られなかった形容詞の中でも，図 7

の粗い/滑らかなと緊張した/ゆるんだのように図の形が同
じものと違うものが見られる．結果の分布が異なるものは
主観的評価に影響を与えている可能性があり，今後調査が
望まれる．
今回の実験で得られた結果を，対象評価と床材の関係性

を知覚現象として知られる「図と地の関係」として構造的
に捉える．つまり，評価対象として意識を向かわせる対象
物 (図)と，評価者である人間が置かれている環境としての
床材（地）という関係性である．実験に先立って，地である
床材は空間全体を黒に統一するなどして対象として意識さ
れないような工夫をした上で，2つの部屋の違いは床材の質
感のみである．結果から推測されることとしては，地にあ
たる床材の質感が対象物の評価に意識的・無意識的に影響
している可能性があるということである．
今回の実験によって示唆される，床素材から得られる体

性感覚が対象の評価に影響を及ぼすことの背後に図 8のよ
うな構造を想定している．対象に対する視覚情報と床材に
よって生じる体性感覚が何らかの形で感覚統合され，人間
が持っている内部モデルによって，対象の特性評価が処理
されるという構造である．可能性として，この統合のされ
方には，2つのパターンがあることが考えられる．まず図と
しての対象と地としての床材の間で，同様の性質を持った
感覚質が互いに強調しあう「足し算的統合」である．そして
もう一つのパターンとして，相反する感覚質が与えられる
ことによって，対象の特性がコントラストとして強調され
る「コントラスト的統合」である．これらの統合モデルが
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図 8: 鑑賞物の視覚的な印象評価時に暗黙的に体性感覚が統
合される内部モデルの存在が示唆される

対象物と被験者の距離に応じて変わるといった指摘 [11]も
ある．今後は鑑賞者と作品との間に設けるバリアラインの
デザインも考慮した設計が望まれる．
この「図と地の関係」の中での対象評価の影響を意図的

に印象操作することは，床材を活用したデザインの指針に
なるといえる．実際の店舗デザインや鑑賞空間の設計にお
いて，意図的に地に相当する床材を設計することで，対象
物となる鑑賞物，場合によっては商品の特定の特徴，ある
いはその空間におけるエクスペリエンスのある側面を強調
することができる可能性がある．この考え方は，既存の意
匠的なビジュアルデザインの延長としての床材デザインと
は異なる，身体性を主眼においた床材デザインの方針と言
える．またこれは，既存の特定の空間デザインにおける空
間デザイナーのヒューリスティクスとも合致するのではな
いかと考えられる．
床の施工は本来一度きりの選択である．しかし近年では

建材にロードセルを組み込むことで，ルームスケールでの
高度なセンシングを行う研究 [12]や振動アクチュエータを
床に仕込むことで床と家具を通して人に触覚的な影響を与
える研究が見られる [13]．今後これらの研究と統合すれば，
より高度で複雑な効果を制御する床のデザインが可能にな
るであろう．

5. 結論
本実験では，主に異なる床面の材質でゾーニングされた

空間内において，対象物の鑑賞においてどのような心理的な
変化が起きうるか，分析を行った．結果としてまず Bouba

において 1 つの形容詞対 (弾力のある/弾力のない) につい
て有意な結果となった．次に Kikiにおいて 3つの形容詞対
(好きな/嫌いな)(明るい/暗い)(美しい/汚い)について有意
な結果となった．これらの結果は床材を活用したデザイン
の指針になる可能性がある．さらに床に応じて意図した人
の行動変容を生み出すことができれば，人流制御や購買な
どへも応用が見込まれる．今後はデジタル技術との組み合
わせや，本研究の知見を基にデザインした床での実証実験
が望まれる．
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